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技術普及を促進させる 制 。 規格の活用 

0 関根童車 睦 総研 

要旨 

大きさによって。 留及に 

促進する手段として 規 

を活用するビジネスモデルを 考察する上で、 規 

していた。 図刊に 。 ロスナイを綴り 巻く 
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l 9 9 フ 隼   ホルムアルデヒ @ 

20 08 年改正 て   機械換気装置設置が 較務化 
  建築物における 衛生的 理 境の確保に関する 法律 
( 廼 薬物衛生法 ) 
0 0 3 年改正で   小 ルムアルデヒド ， 弗度 設定 
枚暉境 衛生の基準 ( 学校保健法に 革 づく 基曄 ) 
0 0 2 年改正で   ホルムアルデヒ @ 穣度 設定   

  地震保険の睡 遇 
  安価に専門的な 紛争処理が受けられる 

  
  
  

  
防 蔓 

  エ % 

とめた。 

使 よって。 製品や ずで 

窪 J ( 以下。 建築物衛生 

ヒ され。 また，建築物衛生 

は 建築物 畷境 衛生 雙 

された。 同様に。 さなけれ @ 

 
 

、
ン
 

「 学検蒲墳 に 規格 

れた。 

閲係 
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と我 捷は定議した。 

ヒむ ムお ( 技範 レベル ) ご ような 萬 機能製品に @ 

閾係 

一 963 一 



締 等を持った上で、 標準化を推進すべきで 

追随を許さないロスナイエレメント 

がフラックボックスで 

発明当初より 畷準 化を意 

例 と言えるかもしれない。 

製品発売当時。 ロスナイ 

ロスナイでは。 発明から発売までが 比較 

在 掘り返っても 発売当時 

かし。 一毅 論 として、 

出す使命を持つ 組翻は技術のアイディアとと 毛に 欝及 のた 

あ にバツクアップ 効果が期待でき 規格についても 検討す 

法 については， 単 ほほ _ 面佳が 考え ろ 

法を念頭に規格作成に 取り組むべきで る 。 全熱 交換機の規 

格 ( 醒 5B8628:2003) では，本文で 全 熱 交換機を定議し、 性 

籠や 趨 造などを定めているが ，加えて、 付属 爾で 1) 風 

動きをモニター し、 

ことながら。 デ ジュール規格を 活用 

何処までを規格とす 略 的に製品普及を 後押しできる 可能性が示唆された。 まだ、 

処を知財で保護する 

ジネスモデル 立案者 

に 検討すべき事項で 一ルの役割。 製晶 寿命 

少なくとも数年を 要することを 考えると，研究所等は。 絡簿 

的に本事項をマネージメントするシステムを 持つべきで 

る 。 

規格には本文に 加えて神風爾を 記載できる。 規格に従った 

みに着目されがちであ るが、 規制へ 
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